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谷山治雄氏 望月 爾氏

代表委員あいさつ 北野弘久日本大学名誉教授

と谷山治雄氏・望月 爾氏

総
会
で
は
、
北
野
弘
久
代
表
委
員
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
一
年
間
の
活
動
報
告
を
湖
東
京

至
（
事
務
局
長
•
関
東
学
院
大
学
教
授
）
、
来
年
度
活
動
方
針
案
を
、
吉
本
貢
（
事
務
局
・

税
理
士
）
が
行
っ
た
。

決
算
報
告
と
予
算
案
お
よ
び
次
期
役
員
の
提
案
を
湖
東
京
至
（
事
務
局
長
）
が
行
っ
た
。

監
査
報
告
を
経
た
後
、
活
動
報
告
、
決
算
及
び
予
算
案
、
ま
た
今
後
、
会
を
運
営
し
て

い
く
役
員
と
活
動
方
針
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

1
．
イ
タ
リ
ア
の
「
納
税
者
権
利
憲
章
法
」
に
つ
い
て
、
税
制
経
営

研
究
所
所
長
・
谷
山
治
雄
氏
、
2
．
ア
メ
リ
カ
内
国
歳
入
庁
抜
本
改
革
の
現
状
と
課
題
を

静
岡
産
業
大
学
講
師
・
望
月
爾
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
し
た
。

イ
タ
リ
ア
で
は
議
会
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
、
特
別
の
立
法
を
行
っ
た
こ
と
と
法

律
の
内
容
が
説
明
さ
れ
た
。

立
法
も
な
に
も
な
い
の
は
、
い
ま
や
日
本
だ
け
と
い
っ
て
よ
い
。
国
税
通
則
法
の
一
部

改
正
案
を
成
立
さ
せ
る
第
一
歩
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ

I
R
S
抜
本
改
革
の
現
状
で
は
調
査
事
績
や
事
務
体
制
の
お
く
れ
な
ど
で
新

た
な
議
論
（
規
定
の
緩
和
や
納
税
者
保
護
規
定
濫
用
の
防
止
な
ど
）
が
お
こ
っ
て
い
る
が
、

カ
ス
タ
マ
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
権
利
保
護
手
続
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
レ
ジ
ュ
メ
・
資
料
は
「
税
制
研
究
」
枷
四
一
（
二

0
0
二
年
一

第

一

部

定

期

総

会

第
一
部
総
会
の
司
会
を
益
子
良
一
（
事
務
局
・
税
理
士
）
が
、
第
二
部

ム
ウ
の
司
会
を
、
長
谷
川
博
（
事
務
局
・
朝
日
大
学
教
授
）
が
担
当
し
た
。

当
日
は
、
学
者
、
弁
護
士
、
中
小
事
業
者
、
そ
し
て
業
者
団
体
や
労
働
組
合
な
ど
五
三

名
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム

つ
く
る
会
）
の
定
期
総
会
を
開
ー催
！

去
る
五
月
一
八
日
に
東
京
四
谷
、
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
、

総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
定
期

月
税
制
経
営
研
究
所
発
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
運
営
委
員
を
代
表
し
て
、
里
見
俊
秀
（
運
営
委
員
、
全
建
総
連
）

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
了
し
た
。

二
0
0
一
年
四
月
一

日
S
二
0
0
二
年
三
月
三
一
日

1
．

二
0
0

一
年
六
月

二
日
定

時
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
於
•
主
婦
会
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
師
に
韓
国
税
務
士
・
ジ
ャ
ン
ア
ン
大
学
教
授
、
キ
ム
・
ワ
ン
イ

ル
先
生
を
招
き
、
「
韓
国
に
お
け
る
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
の
経
過
と
実
態
」
と
題
し
た

講
演
を
聴
く
。

2
.

―1
0
0
一
年
六
月
一
五
日
民
主
党
・
河
村
た
か
し
議
員
ほ
か
三
名
に
よ
り
「
税
務

行
政
に
お
け
る
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に
資
す
る
た
め
の
国
税
通
則
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
、
い
わ
ゆ
る
日
本
版
「
納
税
者
権
利
憲
章
」
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
る

が
、
会
期
末
に
廃
案
と
な
る
。

3
．
二

0
0
一
年
六
月
二
十
日
「

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
中
央
情
報
・
第
十
二
号
」
発
行
、

キ
い
L
・
ワ
ン
イ
ル
先
生
の
講
演
パ
ン
フ
レ
ッ

1
「
韓
国
に
お
け

10納
覗
者
権
利
憲
章
制

定
と
そ
の
後
の
動
向
」
を
作
成
し
、
合
わ
せ
て
全
会
員
に
発
送
す
る
。

4
．
二

0
0
一
年
十
二
月
二
十
日
衆
参
全
国
会
議
員
に
対
し
、
「
国
税
通
則
法
の
一
部
改

正
案
を
次
期
通
常
国
会
に
て
成
立
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
請
書
」
を
発
送
す
る
。

5
.
 1
1
0
0
二
年
二

月
ニ
―
日

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
員
に
よ
り
衆
参
野
党
議
員
に

対
し
、
今
国
会
に
お
い
て
野
党
共
同
提
案
で
国
税
通
則
法
一
部
改
正
案
を
提
出
す
る
よ

う
要
請
行
動
を
行
う
。

〔
以
下
次
年
度
の
活
動
と
な
る
が
参
考
と
し
て
掲
載
〕

二
0
0
二
年
四
月
十
日
再
度
、
今
国
会
に
お
い
て
四
野
党
共
同
で
国
税
通
則
法

一
部

改
正
案
を
提
出
す
る
よ
う
国
会
要
請
行
動
を
行
う
。
こ
の
時
、
河
村
た
か
し
議
員
よ
り
、

「
T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
税
制
構
造
改
革
国
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
懇
談
の
後
、
国
会
提
出
を

検
討
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の
提
案
あ
り
。
結
局
、
税
制
構
造
改
革
国
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
側

の
日
程
が
合
わ
ず
懇
談
会
は
も
た
れ
ず
。

二
0
0
二
年
五
月
八
日
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
大
阪
の
会
（
通
称

O
T
C
)
」

が
結
成
さ
れ
た
。

本

年

度

活

動

方

針

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム

か
ら
、
閉
会

（
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
）
は
、
会
則
に
則
り
、
わ
が
国

に
お
け
る
納
税
者
（
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
ー
）
の
権
利
確
立
、
納
税
者
の
権
利
保
護
の
た

め
「
納
税
者
権
利
憲
章
」
（
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」
な
い
し
「
税
務
行
政
手
続
法
」
）
の
制

定
を
目
指
し
、
以
下
の
諸
活
動
を
行
う
。

1
.
「
納
税
者
権
利
憲
章
」
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」
「
税
務
行
政
手
続
法
」
な
ど
の
法
制
化

を
目
指
し
幅
広
い
運
動
を
展
開
す
る
。

2
．
当
面
、
超
党
派
に
よ
る
「
国
税
通
則
法
改
定
案
」
の
成
立
を
目
指
し
国
会
要
請
行
動

を
行
い
、
随
時
、
制
定
促
進
市
民
集
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

3
．
納
税
者
権
利
憲
章
の
制
定
、
国
税
通
則
法
改
正
案
成
立
を
求
め
る
請
願
署
名
運
動
を

展
開
す
る
。

4
．
会
員
に
対
し
ニ
ュ
ー
ス

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
中
央
情
報
）
を
随
時
発
行
す
る
。

5
．
納
税
者
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
実
状
を
調
査
・
集
約
し
、
広
く
世
論
に
訴
え
る
。

6
．
全
国
に
お
い
て
こ
の
運
動
を
推
進
し
、
会
員
を
拡
大
し
組
織
を
強
化
す
る
。

活

動

報

告

五
月

八
日

（
納
税
者
の
権
利
憲
章
を

章

は

汐
切
汐
切
汐
功
氾
功
ざ
切
ざ
切
氾
ぬ
汐
切
汐
切
”

応
呟
侭
呟
は
呟
は
呟
区
呟
点
呟
心
呟
点
呟
は
ほ
心
呟

と

憲

1
-
Z
町
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自

至

2001年 4月1日

2002年 3月31日 ・円）

科目

前年度繰越

会費収入

収

予算額

2,142,974 

1,980,000 

取利

゜

入の

決算額

2, 141, 974 

部

内 訳

2,095,570 

手持現金 47,404 

1,344,4001個人 824,400

団体 520,000

250 I 

科目

総会費

印刷発送費

支払手数料

支払家賃

予備費

次年度繰越 1, 812, 558 

51,279 

合 計 4,122,974 3,487,624 

支

予算額

360,000 

50,000 

1,200,000 

17,080 

240,000 

100,000 

2,155,894 

の 部

訳

164,010 

312,785 

180,500 

448,455 

150,000 

58,782 

月

に費

費

会

ヘ

成

送

料

親

刷

作

発

数

懇

金

金

印

フ

他

手

生

預

現

—
麟
二
〗
[
〗
〗

2
7
5
0
0
0
0
0
4
8
3
8
3
7
6
2
4
 

出

」

⑭

闊

直

虞

闘

麟

麟

決

L

5

内

TCフォーラムの自2001年4月 1日～至2002年3月31日会計年度の会計監査を行ったところ、会計処理、帳簿等の保存等、全て適正に

処理されていることを報告します。

2002年 5月 7日

同

早

西

) I I 
) I I 

行

進

"
0
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河
村
た
か
し

T

C
フ

ォ

ー

ラ

ム

は

、

い

て

四

野

党

共

同

で

国

税

通

則

法

一

部

改

正
案
を
提
出
す
る
よ
う
国
会
要
請
を
ひ
き
つ
づ
き
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
河
村
た
か

（
民
主
党
）
か
ら
左
記
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
定
時
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
運
動
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

さ
て
、
「
国
税
通
則
法
一
部
改
正
案
・
日
本
版
納
税
者
権
利
憲
章
」
の
国
会
提
出
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
再
度
今
国
会
に
「
国
税
通
則
法
一
部
改
正
案
」
を
提
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
法
案
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
野
党
の
賛
成
を
得
た
上
、

今
国
会
で
の
成
立
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
こ
の
法
案
は
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
衆
議
院
法
制
局
は
同
法
案
に
つ
い
て
「
今
の
時
点
で
最
高
の
も
の
」
で

あ
る
と
自
信
を
も
っ
て
い
ま
す
。

今
日
、
納
税
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
、
河
村

た
か
し
も
院
内
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆
さ
ん
も
大
き
な
運
動
を
展

開
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

二
0
0

六
日

会

監

査

運

営

委

代

表

委

区

分

2
 
ー 8
 
7 6 5 4 3 2 ー 15 14 13 12 11 10 9 8

 
7
 
6
 
5 4 3
 
2
 
ー 3
 
2
 
ー

浩
一

坂

内

直

治

川

村

浩

達

谷

野

洋

田

村

秀

樹

長

谷

川

博

益

子

良

一

村

上

睛

男

湖
東
村益増早富鶴辻谷
上子田坂山見村山

湖河小金粕浦
東野池井谷野

清晴広
吉江明

池

上

惇

大
江
志
乃
夫

北

野

弘

久

氏

名

二
0
0
二
年
度
・

自

至

2002年 4月 1日

2003年 3月31日 （単位：円）

税
理
士

税
理
士

京
都
大
学
名
誉
教
授

茨
城
大
学
名
誉
教
授

日
本
大
学
名
誉
教
授

所

属

な

ど

T
 

ォ
ー

ム
役
員
名
簿

立
正
大
学
教
授
、
税
経
新
人
会
全
国
協
議
会
理
事
長

税
理
士
（
東
京
税
理
士
会
副
会
長
）

弁
護
士

静
岡
大
学
教
授

税
理
士

関
東
学
院
大
学
教
授
・
税
理
士

全
建
総
連
税
金
対
策
部
長

税
制
経
営
研
究
所
所
長

税
理
士

弁
護
士

税
理
士

全
国
商
工
団
体
連
合
会
常
任
理
事

税
理
士
・
全
国
青
年
税
理
士
連
盟
会
長

税
理
士
（
東
京
地
方
税
理
士
会
常
務
理
事
）

税
理
士

関東学院大学教授・税理士

税理士

全建総連

全商連運動政策局次長

全国保険医団体連合会

朝日大学教授・税理士

税理士

税理士

収 入 支 出

科 目 内 訳 金 額 科 目 内 訳 金 額

前年度より繰越 1,863,837 総 会 総会会場費等 360,000 

普通預金／東京三菱 通 事務局電話代 50,000 

1,812,558 印刷発送 ニュース、パンフ、 1,200,000 

手元現金 51, 279 印刷発送費

合計 1,863,837 支払家賃 事務局家賃 240,000 

会費収入 1, 930, 000 20, 000 X 12 

個人 6,ooox 230 支払手数料 郵便振替手数料 70X248 17,360 

= 1,380,000 予 備 100,000 

団体 550,000 次年度繰越金 1,826,477 

合 計 3,793,837 ノロ 計 3,793,837 


